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The aim of the paper is to present the current circumstances surroundings dyslexic Japanese 
learners in Central and Eastern Europe. In this area more dyslexic learners are studying in the 
private language schools than in the higher education institutions. Teachers in such private 
language schools do not have the appropriate knowledge to teach learners with dyslexia, yet 













やフランス語に比べると透明性が高い（shallowly / transparently orthographic1)と言われ
ている。スロベニアにおけるディスレクシアは人口比の 7%が中度、3％が重度だと報


























で 9 位のポーランド（2 人）である。 
 さて、フランス・イギリスはアンケート 2015 への回答者数が圧倒的に多いが、母集
グラフ 1：アンケート 2015 の回答者数（日本語教師・国別） 
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グラフ 2 に示された JF2012 による教師数を 100%として、アンケート 2015 に回答し





















グラフ 3：アンケート 2015 に回答した日本語教師の割合（国別） 
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 上のグラフ 4 はアンケート 2015 に回答した国の学習者数一覧であるが、さらにアン
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グラフ 4：JF2012 による機関別学習者数 (1) 





























グラフ 5：JF2012 による機関別学習者数 (2) 
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断し、「にほんご よむよむ文庫」のレベル 0 からテキストを順番にノートに書き写さ
せる。また書き写しながら、音読もさせる。書き写した文には、一文ずつ母語の逐語





























































1 Coulmas (1989), OECD (2007), Vellutino et al (2004) など。 
2 British Dyslexia Association. http://www.bdadyslexia.org.uk/about 
3 調査は 2012 年度に実施されて、2013〜2014 年度にかけて公表された。本論でのデ
ータは https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/area/country/index.html に基づく。 
4 国際交流基金は「学校教育以外」という用語を用い、民間の語学学校や公的機関の
語学コースなどを含む。 
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